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イギリスの動向に見る障害児教育の専門性と教職員
SENコーディネーターについて

海

真城知己＊

要旨：イギリスの特別な教育的ニーズ・コーディネーター(SENコーディネーター）は，今
日の通常学校における特別な教育的ニーズへの対応の核となる存在である．それは，彼らが各

学校においてIEPの作成や日常の記録や評価，保護者や専門機関との協力関係の構築，さら
には現職教育など日常の実践のコーディネートの役割と責任を担っているからである.SEN

コーディネーターの役割と責任はコード・オブ・プラクティスに規定されているが，その業務

負担の過剰さは深刻であり，専門性の向上のための研修の機会も不足している． こうした実態

の一端を明らかにするため,SENコーディネーターを対象にした調査を実施し，コード・オ

ブ．ブラクティス（2001）に示される内容への意識同僚教師の役割遂行の評価，および研修
に関して特徴と課題を整理した．
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ブ・プラクティス

伝統的にイギリスの障害児教育教員の養成

は，ろう教育教員などの養成が早くから開始さ

れていたり, 1950年代後半までに10種もの障

害種別の特別学校が設置されるなどし，それに

対応する専門の養成課程を設置すること力勧告

されるなどしてきたが，主として当該の学校に

おける他の教師からの学習と地方教育当局が行

う研修講座によってその専門性が維持されてき

たことはよく知られていることである． イギリ

ス自閉症協会が運営する特別学校が一定の専門

性を維持している例などはこれを端的に示して

いるといえよう．

さて， 1981年教育法の法案審議の際に，統

合教育の推進にともなって障害児教育に関する

教師の専門性の低下が危倶されたのは，特別学

校が担っていた教員研修の機能が崩れるととも

に通常学校では専門性の伝達がなされえないと

考えられたからであった．

その後， 1993年教育法， 1996年教育法，そ
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イギリスの障害児教育教員の養成は，特に新

任養成に関しては今日の特別な教育的ニーズや

インクルージョンまでをも包含した教育が-卜分

に行われているとはいえない状況である．典型

的な新任教員養成課程である学部卒業生を対象

にした1年間のPGCE(PostgraduateCertifi

cateinEducation)コースでは，通常の小学

校および中等学校の教員養成課程のプログラム

に「特別な教育的ニーズ」あるいは「インクル

ージョン」に関する講義がわずかに含められて

いる程度である． ロンドン大学などでは現職教

員を対象にした長期・短期の課程が開講されて

いるが， これらも質的・量的にけっして十分と

はいえない．
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